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ダイバーシティ推進担当 菊池理事が行く！
－グローバルエンゲージメントセンター長

池田 庸子 先生 編 －

専門は、外国語または第二言語としての日本語教育で、現在は主に多読の研究をしています。多読は、様々な定義があるのです

が、辞書なしでも十分に理解できる易しい本を楽しく、早く読むということです。英語の多読は随分前から実践も研究もされて

いて、英語を学習するための多読の本だと「Graded Readers」というものが8,000冊ほどあるのですが、日本語は英語に比

べると学習者も少ないせいもあって、出版されているものは３００冊に満たない状況です。
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改めて先生のご専門を教えてください

学野長や機構長のもとを訪ね、普段知ることのできない教職員の魅力をお届けしている菊池理事が行く！シリーズ。

今回は、グローバルエンゲージメントセンターの池田センター長にお話しを伺ってきました。先生のご専門や、教材作成のなかで気

づいたダイバーシティ、先生が最初に留学した時の貴重なお話などを聞くことができました。

多読とは、私たちでいうところの斜め読みのようなものでしょうか？

池田 庸子センター長菊池理事

多読は斜め読みとは異なり、飛ばさずに、内容をしっかり理解しながら読みます。理想的には、使われている語彙の95％ぐらい

は知っているという状態で沢山本を読むことで、その単語はどのような使われ方をしているか学んだり、1つの単語でも複数の

意味があることに気づいたりすることができるんです。またスラスラ読めるようになり、大量の知識のインプットに繋がります。

確かに知らない言葉が続いて、単語が難しかったら１ページ読むのにも大変ですよね。

そうなんです。楽しくないと読まないし、読まなかったら上手にならないし・・・。なので易しいものをスラスラ楽しく読むことを

基本としていますね。ただ、日本語の多読教材は数が足りていないので、多読の教材を作成するところから行っています。



教材作りからされているんですね。実際に作成した本があれば是非見てみたいです！

こちらが実際に作った『げんき多読ブックス』になります。これは様々な大学の日本語の先生４名と共同でチームを組んで作りま

した。この多読ブックスは、『初級日本語げんき』という日本語の教科書に準拠していて、教科書に掲載している語彙と文法が使

われているのがポイントです。

小冊子が何冊も入っており、たくさんの短いストーリーが読めるようになっているんですね。

ストーリーは昔話などのすでに創作されている話なのですか？それともストーリーから考

えているのですか？

両方のパターンがありますね。多読は、自分の好きな分野で好きな本を選ぶということが

大事になってきます。そのためにはいろいろなジャンルの話があった方がいいと思うので、

完全に創作した話もあれば、みんなが知っている昔話や怖い話、伝記をもとにしたものな

ど、いろいろな話が混在しています。イラストも入っているので一見絵本のように見えます

が、実は使われている語彙は絵本の語彙とは全く異なります。というのも絵本の語彙は日

本語を学習しようとする方にとっては難しい単語が多いんです。

使われている語彙に気を配りながら教材を作成しているのですね。ところで、多読の本を

作ろうと思ったのには何かきっかけがあったのでしょうか？

英語で多読の実践や研究をしている方はたくさんいらっしゃるんですが、日本語のほうは

まだそれほど多くないです。それは、日本語の教材がないから多読ができなかったことが

要因にあるように思います。日本語の多読の教材は、私たちのチーム以外でも作っており、

出版もされているのですが、それでも数が少ないというのが現状です。その現状を少しで

も改善しようと多読の教材作りを始めました。作る過程では、何度もチームで相談しなが

ら修正を重ねる作業をしました。



日本語を教えることになったきっかけ

TAとして教えていたことが現在に繋がっているのですね。現在、日本はインバウンドが盛んとなり、海外からたくさんの方が来

日してくださっていますよね。これは日本の文化を理解していただくチャンスなのかなと思っています。日本を理解してくださ

る人がいて、そこから国際的に開けてくる世界があるように感じていますが、教えていてそのような感触はありますか？

ありますね。やはり、留学生に日本を好きになってもらうということは大事だと思っています。思い出深いエピソードとしては、

東日本大震災が起こった時に、元留学生がニュースで日本の被害を見て、「僕の日本がひどいことになってしまって涙が止まら

なかった」と言って自分のことにように心配してくれていました。「僕の日本」という言葉が嬉しかったですし、日本を離れてから

も日本のことを思ってくれている方がいるというのはありがたいことだと思いました。

教材作成のなかで感じたダイバーシティ
教材を作成する中でダイバーシティを意識したことがありま

す。2020年に日本語教科書の『げんき』の第３版を作成した

のですが、改訂理由の一つはダイバーシティへの配慮でした。

作成した当初は自分たちが教えている学生の国籍のイメー

ジで教科書を作成していたのですが、ありがたいことに予想

を上回る多くの国で教材として使っていただけました。その

ため、アフリカ系やイスラム系などの多様な国籍の登場人物

も出すなど、多様性に配慮しました。

また、アメリカなどで教えている先生からは、ジェンダーや

性的指向に配慮した内容にしてほしいという強い要望が

あって、例えば「彼/彼女」だけでなく、「パートナー」という言

葉を加えたり、英文の説明では、単数でもhe/sheではなく、

theyで表現するなどの配慮をしました。

様々な方への細やかな配慮が必要なんですね。また、我々は学生時代に「彼/彼女」「He/She」と習ってきましたが、それも時

代とともにだんだん変わってきているのですね。

アメリカの大学院で比較文学を学んでいたのですが、そこでTAとして日本語を教えたことがきっかけでした。

日本語を教えようと思ったきっかけは何ですか？

現在「国際」に関する仕事をされていますが、小さい時から身近に海外が感じることができる環境で育ったのでしょうか？

いえ、身近に英語がなかったからこそ憧れていました。田舎に住んでたので、NHKラジオ英会話とかも入らない所だったんです。

留学して感じたこと

そうでしたか。海外への憧れがあったというのは私も同じかもしれないです。私たちの時代は海外の方が身近にほとんどいま

せんでしたし、現在と比べると海外の情報もあまり入ってきませんでしたから、見知らぬ世界への憧れや「知りたい」という気持

ちが強くあったように思います。そういえば、今の時代は海外の情報がネット等を介して入手しやすくなったので、現地に行か

ずとも調べただけで満足してしまう方も増えてきたと聞いたことがあります。



そうですね。留学する学生が減少しているのも、何となく知っている気になっ

てしまっているのかな、と感じます。昔と違って今は、英語の講義も聞こうと

思えばネットで聞いたり、海外のドラマも配信されているのを気軽に見たり、

海外の方と繋がろうと思えばネットを介して気軽に繋がったりすることがで

きますからね。昔は情報のやりとりは手紙ーエアメールを使っていたのが懐

かしいです。

色んな国に行かれていると思うのですが、苦労した経験はありましたか？

留学は、自分を試すことできる良い機会だと思います。「楽しかっ

た」で終わらせるのはもったいないです。挑戦して壁にぶつかる

ということは、壁まで来ていると言い換えることができると思う

んです。その壁（困難）を乗り越えようとすることは、留学した人

はほぼ全員体験していると思います。

印象に残っているのは、アメリカに留学していた茨城大学の学生

が「留学先での大変な思いと比べれば、どんな事でも乗り越えら

れる気がする」と言っていたことです。留学すると考え方や価値

観も変化して、「何とかなる」や「ここでうまくいかなくても別の道

がある」と前向きに捉えることができるようなると思います。こ

んな風に考えられることは今後の人生においても大事だと思い

ます。

ホッとする瞬間

ー池田センター長ありがとうございました！

犬の散歩ですね。中型犬でもうすぐ３歳にな

ります。普段は家族と交代しながら散歩して

いるのですが、紅葉狩りなどに遠出すること

もあります。犬と散歩しているとご近所の人

とも話すきっかけになり、楽しく過ごせてい

ます。

最初の留学は大変でしたね。小さなリベラルアーツの大学へ２年間留学しました。英

語もそれほどできないし、日本人は１人もいなかったです。先生と話しているうちに

文学の授業を取ることになって、英語力も大してなかったのに１６世紀イギリス文学

とかの授業を取っていたのを覚えています。小さな大学だったからこそ多くの先生

に助けていただきました。今思えば最初の留学が原点かなと思います。
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